
　久伊豆神社の祭礼のうち、毎年４月に行われ
る蛇ねじりは、魔除けとして

 わら へび 

藁蛇を編み、でき
た蛇を村の境（辻）に

 まつ 

祀って、村に悪霊や悪疫
の入り込むのを防ぐ「辻切り」行事です。

※令和２年・３年は、新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止となっています。

〈交　通〉
鶴ケ曽根上久伊豆神社
東武バス　八潮高校入口バス停　徒歩5分
鶴ケ曽根下久伊豆神社
東武バス　エイトアリーナバス停　徒歩2分
（問い合わせ先　資料館☎048-997-6666）
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令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
（
３
月
１
日
〜
19

日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、「
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て{

令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）}

」
の
専
決
処
分

１
議
案
を
承
認
し
た
ほ
か
、「
令
和
３
年
度
八

潮
市
一
般
会
計
予
算
」
な
ど
予
算
関
係
20
議

案
、
そ
の
他
「
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
な
ど
18

議
案
、
あ
わ
せ
て
39
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
お
よ
び
議
員
提
出
議
案
と
し

て
「
八
潮
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
」
な
ど
５
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。　

令和3年 第 1回定例会報告号

令和3年（２０21）4月1日現在
前月比

人口

男

女

世帯

市民のうごき

……………………９２,496人 （+40）

……………………48,029人 （+38）

……………………44,467人 （+  2）

……………… 44,482世帯 （+196）

八潮市指定民俗文化財（無形民俗文化財）

鶴ケ曽根上・下久伊豆神社の
蛇ねじり

つる　が　  そ　  ね   かみ　  しも  ひさ  い　  ず　じん   じゃ

じゃ

令和３年度八潮市一般会計予算
　３２０億９千万円（対前年比1.4％減）を可決
令和３年度八潮市一般会計予算
　３２０億９千万円（対前年比1.4％減）を可決

　やしお市議会だよりの発行に
あわせて、市の情報配信サービ
ス「やしお８４０メール」を配信して
います。
　やしお８４０メールは、パソコン
や携帯電話で受信できますが、
利用するには登録が必要です。
　市のホームページまたは左記
のコードよりアクセスしてご登録
ください。

やしお市議会だよりメール配信のお知らせ

はちよんまる

空メール画面になる
ので、何か一文字入
れて送信してください。

八潮市内指定文化財シリーズ⑲八潮市内指定文化財シリーズ⑲



令和3年度当初予算の概要

平成3年度一般会計予算内訳

　
当
初
予
算
は
、
３
２
０
億
９
千
万

円
で
す
が
、
庁
舎
建
設
計
画
が
大
詰

め
を
迎
え
、
こ
れ
を
含
め
る
と
４
０

０
億
円
規
模
と
な
り
ま
す
。
庁
舎
建

設
計
画
は
、
関
連
費
用
も
含
め
る
と

現
段
階
で
１
０
６
億
円
余
と
さ
れ
、

実
施
設
計
の
中
で
さ
ら
に
費
用
が
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
設
計

そ
の
も
の
の
見
直
し
を
求
め
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

先
が
見
え
ま
せ
ん
。
こ
の
間
、
国
の

交
付
金
を
用
い
た
事
業
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
新
規
感
染
者
数
が
一

定
数
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
時
こ
そ
、

社
会
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
医
療
機
関
や
学
校
、
保

育
施
設
、
障
害
児
者
施
設
等
に
お
い

て
も
職
員
が
安
心
し
て
勤
務
に
従
事

で
き
る
よ
う
対
応
す
べ
き
で
す
。
３

密
回
避
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
施
設

の
検
査
体
制
の
充
実
を
求
め
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
操

出
金
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
負

担
軽
減
の
た
め
の
施
策
を
求
め
ま
す
。

　
住
宅
改
修
資
金
補
助
事
業
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、

開
始
２
カ
月
を
待
た
ず
に
予
算
枠
に

達
し
ま
し
た
。
よ
り
積
極
的
な
予
算

計
上
と
と
も
に
対
象
工
事
の
拡
大
や

複
数
回
利
用
の
検
討
を
求
め
ま
す
。

　
維
持
補
修
費
が
大
幅
な
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
維
持
補
修
費
は
「
需

用
費
や
原
材
料
費
の
う
ち
維
持
修
繕

に
用
い
る
費
用
」
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
き
ち
ん
と
確
保
さ
れ
る
べ
き
で

す
。
ま
た
、
工
事
を
伴
う
維
持
費
と

し
て
の
道
路
維
持
事
業
費
が
大
幅
に

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年

度
事
業
と
し
て
、
令
和
３
年
度
予
定

事
業
を
補
正
予
算
に
振
り
向
け
た
結

果
と
の
こ
と
で
す
が
、
市
民
要
望
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
予
算
措

置
す
べ
き
で
す
。

　
最
後
に
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
で

す
。
学
校
給
食
審
議
会
答
申
に
基
づ

く
方
向
性
が
見
え
な
い
ま
ま
推
移
し

て
い
ま
す
。
答
申
で
言
わ
れ
た
「
民

間
へ
の
全
面
委
託
方
式
か
ら
公
設
公

営
（
調
理
の
み
委
託
）
に
よ
る
方
式

へ
移
行
す
る
こ
と
」
、「
市
内
に
複
数

の
共
同
調
理
場
を
設
置
す
る
も
の
と

し
、
単
独
校
方
式
及
び
親
子
方
式
で

の
運
用
が
合
理
的
な
学
校
に
つ
い
て

は
単
独
校
方
式
及
び
親
子
方
式
を
採

用
す
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
方
向

性
に
つ
い
て
全
く
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
早
期
の
対
応
方
針
を
示
す
こ
と

を
求
め
討
論
と
し
ま
す
。

　
歳
入
の
市
税
に
お
き
ま
し
て
は
、

個
人
市
民
税
や
市
た
ば
こ
税
で
は
課

税
状
況
や
制
度
改
正
を
勘
案
し
増
額

を
見
込
む
一
方
、
法
人
市
民
税
で
は

税
制
改
正
の
影
響
に
よ
る
減
額
、
固

定
資
産
税
で
は
実
績
等
を
勘
案
し
減

額
を
見
込
ん
で
お
り
、
市
税
全
体
で

は
対
前
年
度
比
１
億
３
１
３
１
万
１

千
円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
や
景
気
動
向
な
ど
を
見
据
え
、
適

切
な
見
積
も
り
と
な
っ
て
お
り
、
財

源
確
保
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
姿

が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
市
債
に

つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
規
律
に
配
慮

し
つ
つ
、
事
業
を
厳
選
し
、
市
民
要

望
に
積
極
的
に
応
え
よ
う
と
す
る
姿

勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
で
す
が
、

総
務
費
で
は
、
令
和
３
年
度
は
市
制

施
行
50
周
年
と
い
う
こ
と
か
ら
記
念

式
典
等
の
経
費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

市
民
の
郷
土
愛
を
深
め
る
良
い
機
会

に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
お
い
て
は
、

令
和
２
年
度
に
引
き
続
き
仮
設
駐
車

場
の
設
備
費
等
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

新
庁
舎
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
が

着
実
に
進
展
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
民
生
費
で
は
、
令
和
３
年
度
に
開

所
す
る
認
可
保
育
所
、
小
規
模
保
育

施
設
や
学
童
保
育
所
に
対
す
る
支
援

な
ど
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

子
育
て
環
境
の
更
な
る
充
実
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
国

土
強
靭
化
計
画
の
策
定
に
係
る
経
費

の
予
算
化
や
自
主
防
災
組
織
へ
の
育

成
補
助
金
を
増
額
す
る
な
ど
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推

進
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
衛
生
費
で
は
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
検
査
に
係
る
費
用
助
成
の

対
象
者
を
拡
大
す
る
な
ど
、
先
端

「
健
康
」
都
市
や
し
お
の
実
現
に
向

け
た
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
高

く
評
価
で
き
ま
す
。

　
土
木
費
で
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
や
（
仮
称
）
外

環
八
潮
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
等
の
道
路
の
予
備
設
計
に
係
る
経

費
な
ど
快
適
に
暮
ら
せ
る
都
市
環
境

を
推
進
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
教
育
費
で
は
、
大
瀬
小
学
校
の
校

舎
増
築
や
八
條
小
学
校
の
大
規
模
改

修
に
係
る
実
施
設
計
、
ま
た
、
電
子

黒
板
を
小
中
学
校
へ
新
た
に
導
入
す

る
経
費
な
ど
が
予
算
措
置
さ
れ
て
お

り
、
教
育
環
境
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
り

児
童
生
徒
の
豊
か
な
学
校
生
活
へ
と

繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

市税52.1%
167億2,286万3千円
市税52.1%
167億2,286万3千円

国庫支出金　18.2%
58億3,735万8千円
国庫支出金　18.2%
58億3,735万8千円

諸収入　4.2%
13億5,607万1千円
諸収入　4.2%
13億5,607万1千円
市債　5.7%
18億1,550万円
市債　5.7%
18億1,550万円

県支出金　6.4%
20億4,468万7千円
県支出金　6.4%
20億4,468万7千円

繰入金　3.2%
10億3,122万7千円
繰入金　3.2%
10億3,122万7千円

分担金及び負担金　0.7%
2億2,398万6千円
分担金及び負担金　0.7%
2億2,398万6千円

民生費44.5%
142億6,895万1千円
民生費44.5%
142億6,895万1千円

土木費15.7%
50億4,987万4千円
土木費15.7%
50億4,987万4千円

総務費9.3%
29億8,338万2千円
総務費9.3%
29億8,338万2千円

教育費10.2%
32億7,155万1千円
教育費10.2%
32億7,155万1千円

衛生費6.0%
19億2,736万7千円
衛生費6.0%
19億2,736万7千円

公債費8.2%
26億3,917万3千円
公債費8.2%
26億3,917万3千円

消防費3.2%
10億3,487万7千円
消防費3.2%
10億3,487万7千円

商工費1.5%
4億7,674万円
商工費1.5%
4億7,674万円

議会費0.8%
2億5,622万9千円
議会費0.8%
2億5,622万9千円
その他0.6%
1億8,185万6千円
その他0.6%
1億8,185万6千円

繰越金　1.5%
5億円
繰越金　1.5%
5億円

その他　2.3%
7億2,330万8千円
その他　2.3%
7億2,330万8千円

（単位：千円、％）

令和３年度会計別予算総括表

一 般 会 計 （ア）

国 民 健 康 保 険

稲 荷 伊 草 第 二

鶴 ヶ曽 根・二 丁 目

大 瀬 古 新 田

西 袋 上 馬 場

南部東一体型特定

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

計　（イ）

上 水 道 事 業 会 計

公共下水道事業会計

計　（ウ）

合　　計（ ア＋イ＋ウ ）

土 地 区 画 整 理

土 地 区 画 整 理

土 地 区 画 整 理

土 地 区 画 整 理

土 地 区 画 整 理

32,090,000

8,571,357

261,983

162,135

640,255

940,991

1,289,945

5,428,430

1,049,615

18,344,711

3,186,635

5,923,127

9,109,762

59,544,473

32,560,000

8,464,541

256,735

192,135

756,327

994,094

1,507,056

5,957,324

1,027,123

19,155,335

3,355,997

6,903,069

10,259,066

61,974,401

△ 470,000

106,816

5,248

△ 30,000

△ 116,072

△ 53,103

△ 217,111

△ 528,894

22,492

△ 810,624

△ 169,362

△ 979,942

△ 1,149,304

△ 2,429,928

△ 1.4

1.3

2.0

△ 15.6

△ 15.3

△ 5.3

△ 14.4

△ 8.9

2.2

△ 4.2

△ 5.0

△ 14.2

△ 11.2

△ 3.9

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

企
業
会
計

年　度

会計区分

令和３年度
予算額
Ａ

令和２年度
予算額
Ｂ

増減額
Ｃ(Ａ－Ｂ)

増減率
Ｃ／Ｂ×100

対前年度比

地方消費税交付金　5.7%
18億3,500万円
地方消費税交付金　5.7%
18億3,500万円

２

令和3年（２０21年）5月

歳 入
320億9千万円
歳 入

320億9千万円

歳 出
320億9千万円
歳 出

320億9千万円

反
対
討
論
（
日
本
共
産
党
）

賛
成
討
論
（
平
成
ク
ラ
ブ
）

討
論
『
令
和
３
年
度
一般
会
計
予
算
』
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　　【〇は賛成、×は反対】●請願の処理結果一覧表
付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

総文

〃

不採択

〃

×

×

○

○

○

○

×

○

○

○

×

×

国に対し「消費税および地方消費税の減免を求める意見書」の提出を求める請願書

国に対し「当面の間 消費税をゼロにする意見書」の提出を求める請願書

請願第3号

請願第4号

公明共産令和市民声は維新

×

×

平成

●委員会・議員提出議案処理結果一覧表

付託省略

〃

〃

〃

〃

原案可決

〃

〃

〃

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

八潮市議会会議規則の一部を改正する規則

ジェンダー平等と男女共同参画の推進を求める意見書

安心安全の医療介護の実現と国民のいのちと健康を守るための施策を求める意見書

生活保護を必要な人が必要なときに受けられるよう、制度の見直しを求める意見書

生理用品を軽減税率の対象にすることを求める意見書

議第1号議案

議第2号議案

議第3号議案

議第4号議案

議第5号議案

○

○

○

×

○

●市長提出議案処理結果一覧表
付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

付託省略

総文・福環

総文・建水・福環

福環

建水

〃

〃

福環

〃

建水

総文・建水・福環

福環

建水

〃

〃

〃

〃

福環

〃

建水

〃

〃

総文

〃

〃

〃

福環

建水

福環

〃

〃

〃

建水

〃

総文

付託省略

〃

〃

〃

原案可決

原案承認

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原案同意

〃

原案可決

原案同意

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

工事請負契約の締結について

専決処分の承認を求めることについて{令和２年度八潮市一般会計補正予算（第１２号）}

令和２年度八潮市一般会計補正予算（第１３号）

令和２年度八潮市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

令和２年度大瀬古新田土地区画整理事業特別会計補正予算（第４号）

令和２年度西袋上馬場土地区画整理事業特別会計補正予算（第４号）

令和２年度八潮南部東一体型特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第４号）

令和２年度八潮市介護保険特別会計補正予算（第４号）

令和２年度八潮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

令和２年度八潮市公共下水道事業会計補正予算（第３号）

令和３年度八潮市一般会計予算

令和３年度八潮市国民健康保険特別会計予算

令和３年度稲荷伊草第二土地区画整理事業特別会計予算

令和３年度鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業特別会計予算

令和３年度大瀬古新田土地区画整理事業特別会計予算

令和３年度西袋上馬場土地区画整理事業特別会計予算

令和３年度八潮南部東一体型特定土地区画整理事業特別会計予算

令和３年度八潮市介護保険特別会計予算

令和３年度八潮市後期高齢者医療特別会計予算

令和３年度八潮市上水道事業会計予算

令和３年度八潮市公共下水道事業会計予算

八潮市附属機関設置条例の一部を改正する条例について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

八潮市長等給料特例条例の一部を改正する条例について

八潮市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

八潮市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について

八潮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

八潮市手数料条例の一部を改正する条例について

八潮市こども医療費支給に関する条例等の一部を改正する条例について

八潮市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

八潮市介護保険条例の一部を改正する条例について

八潮市都市公園設置及び管理条例の一部を改正する条例について

市道路線の廃止について

物品購入契約の締結について

八潮市教育委員会委員の任命について

人権擁護委員の推薦について

令和２年度八潮市一般会計補正予算（第１４号）

八潮市教育委員会教育長の任命について

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

公明共産令和市民声は維新

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

平成

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号 公明共産令和市民声は維新平成

　※ 総文…総務文教、建水…建設水道、福環…福祉環境

※ 平成…平成クラブ、公明…公明党、共産…日本共産党、令和…令和の会、市民…市民と市政をつなぐ会、声は…声は力の会、維新…八潮維新の会

請願・議案の処理結果

八潮市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部を
改正する条例について



12
番
　
前
田
　
貞
子

５
番
　
川
井
　
貴
志

2
番
　
矢
澤
　
江
美
子

18
番
　
小
倉
　
順
子

一般質問から

防
災
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

避
難
所
開
設・運
営
に
つ
い
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
に
つ
い
て

新
設
小
学
校
に
つ
い
て

11
番
　
鈴
木
　
貞
夫

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

Q

QＡ
　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

の
一
般
質
問
は
、
３
月
16

日
・
17
日
・
18
日
の
３
日
間

に
わ
た
り
、
14
人
の
議
員
が

27
項
目
の
質
問
事
項
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
各
議
員
の

主
な
質
問
と
、
そ
れ
に
対
す

る
市
の
見
解
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
５
月
下

旬
に
更
新
予
定
の
八
潮
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
議
員
名
の
上
の
番
号
は
、議
席
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
子
育
て
支
援
と

し
て
「
や
し
お
子
育
て
応
援
ナ

ビ
」
が
あ
り
、
私
も
提
案
者
の
１
人

で
す
が
、
子
ど
も
の
成
長
記
録
や
健

診
の
デ
ー
タ
等
の
記
録
を
含
め
た
、

よ
り
一
層
の
機
能
充
実
の
お
考
え
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

　

現
在
、
「
や
し
お
子
育
て
応

援
ナ
ビ
」
の
機
能
に
は
、
子
ど

も
の
健
診
日
程
を
お
知
ら
せ
す
る
機

能
は
あ
り
ま
す
が
、
健
診
時
の
成
長

記
録
等
を
記
録
す
る
機
能
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
健
診

時
の
成
長
記
録
等
を
利
用
者
自
身
で

記
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
機
能
追
加

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

機
能
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Q　
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、

無
償
で
家
族
の
介
護
、
ケ
ア
、

身
の
回
り
の
世
話
を
担
っ
て
い
る
18

歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。
こ

う
し
た
子
ど
も
の
家
庭
で
は
、
病
気

や
障
が
い
な
ど
で
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
人
が

い
な
い
、
あ
る
い
は
金
銭
的
事
情
の

た
め
、
子
ど
も
が
家
族
の
介
護
や
ケ

ア
を
担
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
埼
玉
県

の
実
態
調
査
で
は
、
25
人
に
１
人
が

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
の
報
告
が
あ
る
。

　

昨
年
策
定
さ
れ
た
「
埼
玉
県
ケ
ア

ラ
ー
条
例
」
で
は
、
「
市
町
村
の
役

割
が
重
要
な
の
で
、
市
町
村
が
ケ
ア

ラ
ー
支
援
施
策
を
実
施
す
る
場
合
に

は
、
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を

行
う
」
と
規
定
さ
れ
た
。

　

確
実
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
に

実
態
調
査
を
行
い
、
市
条
例
を
策
定

す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

 

　

実
態
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

福
祉
関
係
の
計
画
策
定
時
の
実

態
調
査
な
ど
で
把
握
に
努
め
て
い
き

た
い
。
新
年
度
予
算
に
計
上
し
て
い

る
「
子
ど
も
の
貧
困
調
査
」
で
も
設

問
を
考
慮
中
。
現
段
階
で
は
条
例
化

は
考
え
て
い
な
い
が
、
「
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
」
と
い
う
言
葉
や
概
念
な
ど

の
周
知
、
関
係
者
へ
の
研
修
等
も
実

施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Ａ

　

平
成
30
年
度
第
２
回
八
潮
市

防
災
会
議
の
議
事
録
に
よ
り
ま

す
と
、
委
員
よ
り
「
１
町
会
か
ら
１

〜
２
名
程
度
の
防
災
士
の
資
格
を
取

ら
せ
る
よ
う
な
防
災
士
育
成
補
助
制

度
な
ど
を
つ
く
り
、
避
難
所
運
営
の

観
点
か
ら
、
町
会
の
能
力
も
上
げ
て

欲
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
も
令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
で

同
様
の
質
問
を
し
ま
し
た
が
、
費
用

が
掛
か
る
か
ら
難
し
い
と
の
答
弁
で

し
た
。

　

避
難
所
の
運
営
は
も
と
よ
り
地
域

の
防
災
力
の
向
上
の
た
め
、
防
災
士

養
成
は
有
益
で
あ
り
必
要
経
費
と
考

え
ま
す
。
再
度
、
市
の
お
考
え
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

 

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

の
理
事
会
か
ら
も
市
に
対
し
要

望
が
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
育
成
補

助
金
を
拡
充
し
て
防
災
士
の
資
格
取

得
を
支
援
す
る
た
め
、
令
和
３
年
度

当
初
予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

QＡ 　

プ
ー
ル
の
上
に
体
育
館
を
作

る
と
い
う
お
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

 　
　
　　

プ
ー
ル
と
体
育
館
を
一
つ
の

建
物
に
集
約
す
る
こ
と
に
つ
い

て
で
す
が
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は

教
室
だ
け
で
な
く
、
体
育
館
な
ど
の

運
動
施
設
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

限
ら
れ
た
敷
地
を
有
効
に
活
用
で
き

る
よ
う
、
来
年
度
以
降
に
予
定
し
て

い
る
設
計
業
務
の
中
で
具
体
的
な
検

討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。QＡ 　

市
は
、
２
０
１
９
年
３
月

「
八
潮
市
防
災
機
能
を
有
す
る

公
園
整
備
基
本
構
想
」
を
策
定
し
、

県
立
八
潮
高
校
西
側
周
辺
の
面
積
約

６
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
計
画
予
定
地

と
し
て
い
ま
す
。
早
期
の
整
備
に
向

け
た
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

  

　

ま
ず
は
、
各
課
題
の
整
理
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
財
源

の
確
保
に
向
け
た
国
庫
補
助
金
導
入

お
よ
び
整
備
手
法
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
検
討
し
て
い
る
手
法
と
し

て
は
、
本
市
が
都
市
計
画
事
業
と
し

て
認
可
を
受
け
、
国
庫
補
助
金
を
導

入
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
る
従
来
の

方
法
や
、
都
市
再
生
機
構
が
地
方
公

共
団
体
の
要
請
に
基
づ
き
実
施
す
る
、

防
災
公
園
街
区
整
備
事
業
に
よ
る
整

備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
上
位
計
画
と
の
整
合

を
図
る
た
め
、
令
和
３
・
４
年
度
に

予
定
し
て
い
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
の
中
で
、
防
災
公

園
の
位
置
付
け
な
ど
を
整
理
し
た
上

で
、
適
切
な
時
期
に
事
業
化
を
行
え

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
庁
内
お
よ
び

関
係
機
関
等
と
、
整
備
手
法
や
内
容

等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ

令和3年（２０21年）5月

4



5

17
番
　
郡
司
　
伶
子

13
番
　
朝
田
　
和
宏

一般質問から

やしお市議会だより

QＡ

Q

1
番
　
大
泉
　
芳
行

　

大
字
二
丁
目
地
内
水
路
で
転

落
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
同

水
路
の
防
護
柵
の
改
善
を
求
め
て
い

ま
し
た
が
検
討
状
況
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

　

転
落
事
故
が
起
き
た
歩
道
形

状
と
な
っ
て
い
る
地
点
に
つ
い

て
は
、
事
故
後
、
転
落
防
止
柵
を
設

置
し
た
と
こ
ろ
で
す
（※

写
真
）
。

　

ま
た
、
道
路
と
水
路
の
境
に
は
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
国
の
基
準
に
照
ら
し
ま
す
と
、

歩
行
者
や
自
転
車
の
水
路
へ
の
転
落

防
止
機
能
を
加
え
る
こ
と
が
適
切
と

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
当
該
水
路
は
修
繕
や
改
修

な
ど
の
必
要
性
が
生
じ
る
懸
念
が
あ

り
、
水
路
の
歩
道
化
も
考
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
安
全
の
確
保
を
優

先
し
て
防
護
柵
の
設
置
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

10
番
　
鹿
野
　
泰
司

水
路
整
備
に
つ
い
て

　

こ
こ
数
年
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
駐
車
場
等
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
や
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
楽
し
む
方
が

増
え
て
休
日
等
は
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。
一
方
で
は
、
ゴ
ミ
の
放
置

や
騒
音
等
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
る
と
お
聞
き
し
ま
す
。

　

現
在
も
、
一
定
の
ル
ー
ル
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
、
利
用
者
へ
の
ル
ー

ル
の
再
周
知
や
新
た
な
ル
ー
ル
を
決

め
て
、
利
用
者
側
も
安
心
し
て
利
用

が
出
来
る
場
所
に
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
は
、
多
く

の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
部
の
利
用

者
に
よ
る
ゴ
ミ
の
放
置
や
騒
音
の
問

題
、
ま
た
犬
な
ど
の
動
物
の
放
し
飼

い
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
利

用
者
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
八
潮
市
観
光
協
会

等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
施
設
利

用
の
ル
ー
ル
の
再
周
知
等
に
努
め
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
ル
ー
ル

の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

　

市
長
に
伺
い
ま
す
。
総
合
教

育
会
議
は
、
市
長
と
教
育
委
員

会
が
緊
急
な
教
育
課
題
に
つ
い
て
意

思
疎
通
を
図
り
、
協
議
・
調
整
を
行

い
民
意
を
反
映
し
た
教
育
行
政
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

給
食
審
議
会
の
答
申
を
教
育
委
員

会
事
務
方
が
丁
寧
に
精
査
し
た
内
容

に
つ
い
て
、
市
長
自
ら
総
合
教
育
会

議
を
招
集
し
協
議
・
調
整
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
再
度
伺
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
独
立
し
た
組

織
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
で
慎

重
に
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
る
時

に
、
私
が
意
見
を
述
べ
る
段
階
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

総
合
教
育
会
議
は
、
公
開
で
の
協

議
と
な
り
ま
す
が
、
よ
り
慎
重
に
議

論
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

よ
り
お
い
し
い
、
八
潮
の
給
食
は

良
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
給

食
に
な
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
早
く

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q

Ａ

学
校
給
食
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
２
月
２
日
、
「
公

立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編

制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
公
立
小
学

校
の
学
級
編
制
の
標
準
を
40
人
か
ら

35
人
に
一
律
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
、

５
年
間
か
け
て
段
階
的
に
整
備
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
小
学
校
の
新
設
や
長

寿
命
化
計
画
な
ど
児
童
増
加
に
対
す

る
教
室
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
35
人

学
級
編
制
の
影
響
を
含
め
教
室
が
不

足
す
る
学
校
と
そ
の
教
室
数
に
つ
い

て
、
ま
た
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
学
級
編
制
の
標
準
を
35
人
に

引
き
下
げ
る
こ
と
に
伴
い
、

学
級
数
を
住
民
登
録
者
に
よ
り
推
計

し
ま
す
と
、
主
に
南
部
地
域
の
学
校

に
お
い
て
学
級
数
の
増
加
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
大
曽
根
小
は
令
和
７
年
度

に
１
学
級
、
大
瀬
小
は
令
和
６
年
度

に
３
学
級
不
足
す
る
想
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
南
部
地
域
に
お
い
て
は
新

設
小
学
校
の
建
設
に
よ
り
学
区
編
制

を
行
う
計
画
で
す
の
で
、
教
室
不
足

に
な
ら
な
い
よ
う
準
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

19
番
　
森
下
　
純
三

　

令
和
４
年
１
月
15
日
に
、
八

潮
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　

ど
の
よ
う
な
記
念
事
業
を
行
う
の

か
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

円
滑
な
50
周
年
記
念
事
業
の

推
進
を
図
る
た
め
、
「
八
潮
市

制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
推
進
本

部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
を
実
施
期
間
と
し

て
、
記
念
式
典
・
冠
事
業
・
Ｐ
Ｒ
事

業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

50
周
年
記
念
仕
様
の
各
種
ツ
ー
ル

を
活
用
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
心

に
残
る
記
念
事
業
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

八
潮
市
制
施
行
50
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て

QＡ

9
番
　
池
谷
　
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
は
依
然
と
し
て
収
束
に
は
い

た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
市
民
の
暮
ら
し
、

営
業
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
間
、
市
と
し
て
も
い
く
つ
か

の
支
援
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
は
不
十
分

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

各
地
の
自
治
体
で
も
実
施
し
て
い

る
市
内
商
店
の
営
業
支
援
も
兼
ね
て
、

全
市
民
に
対
し
て
市
内
で
使
用
で
き

る
買
い
物
券
等
の
支
給
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

「
全
市
民
に
対
す
る
市
内
で

使
用
で
き
る
買
い
物
券
等
の
支

給
」
に
つ
い
て
は
、
生
活
者
に
対
す

る
支
援
は
も
と
よ
り
、
事
業
に
参
加

す
る
事
業
者
を
支
援
す
る
観
点
な
ど

か
ら
、
他
自
治
体
で
全
市
民
を
対
象

と
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

財
源
の
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
市
と
し

て
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
国
の
経
済
対
策
な
ど
の
動
向

の
他
、
県
な
ど
の
状
況
を
含
め
、
八

潮
市
商
工
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
慎
重
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

QＡ

Ａ

中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
つ
い
て

公
立
小
学
校
35
人
学
級
編
制
に
つ
い
て

（※）転落防止柵が
　　　設置された水路

市制施行50周年記念
キャッチフレーズおよびロゴマーク

市
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
の

支
援
策
に
つ
い
て

Ａ



６

一般質問から

令和3年（２０21年）5月

８
番
　
林
　
雄
一

７
番
　
篠
原
　
亮
太

教
育
に
つ
い
て

Q　
学
校
給
食
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
、

11
月
４
日
に
八
潮
市
学
校
給
食

審
議
会
か
ら
の
答
申
を
、
「
現
状
と

課
題
」
、
「
方
向
性
・
対
応
方
針
」

な
ど
の
項
目
ご
と
に
、
一
つ
一
つ
丁

寧
に
精
査
し
、
調
査
・
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
で

検
討
し
た
後
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
方
向

性
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
検
討
は
、
今
後
の
学

校
給
食
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
事

項
で
す
の
で
、
慎
重
か
つ
丁
寧
に
精

度
を
高
め
、
調
査
・
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

う
し
た
答
申
の
方
向
性
を
検
討
し
て

い
る
現
在
に
お
い
て
も
、
市
内
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
給

食
提
供
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
現
在
実
施
し
て

い
る
給
食
調
理
施
設
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

や
外
部
検
査
機
関
に
よ
る
環
境
衛
生

確
認
な
ど
を
行
い
、
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
、
楽
し
い
給
食
の
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
安
全
安
心

な
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
改
訂
後
の
児

童
・
生
徒
の
現
状
に
つ
い
て

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴

う
主
な
変
更
点
と
し
て
は
、
小

学
校
３
・
４
年
生
に
外
国
語
活
動
が

新
設
さ
れ
、
５
・
６
年
生
に
お
い
て

は
、
外
国
語
科
と
し
て
教
科
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
行
う
こ

と
が
必
修
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
過
程
に
お
い
て
は
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か

ら
「
何
を
学
ぶ
か
」
だ
け
で
は
な
く
、

「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
」
を
重
視

す
る
授
業
改
善
が
重
要
だ
と
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
市
で
は
、
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
、
授

業
展
開
モ
デ
ル
で
あ
る
「
八
潮
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
」
を
活
用
し
た
授
業
実
践

に
、
全
小
・
中
学
校
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
友
達
の
考

え
に
触
れ
な
が
ら
協
働
し
て
課
題
を

解
決
し
、
習
得
し
た
学
習
内
容
を
実

生
活
で
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
授
業
づ
く
り
の
支
援
を
進
め
ま

す
。

Q

Ａ

学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

Ａ　

９
月
５
日
執
行
の
八
潮
市
長

選
挙
に
お
い
て
３
期
目
の
立
候

補
を
す
る
お
考
え
は
あ
る
か
伺
い
ま

す
。　

本
市
が
や
る
べ
き
こ
と
は
ま

だ
ま
だ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
、

企
業
、
団
体
な
ど
、
八
潮
市
が
一
丸

と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
肝
心
で
す
。
「
住
み
や
す

さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち　

八
潮
」
を

実
現
す
る
た
め
、
今
後
と
も
引
き
続

き
責
任
を
も
っ
て
市
政
運
営
に
あ
た

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

15
番
　
服
部
　
清
二

３
期
目
の
市
長
選
に
つ
い
て

Q

そ
の
他
の一般
質
問
事
項
※
数
字
は
議
席
番
号
で
す

2
文
書
取
扱
い
の
改
善
に
つ
い
て
5

新
庁
舎
に
つ
い
て
18
子
ど
も
を
望
む

が
ん
患
者
の
支
援
に
つ
い
て
18
災
害

対
策
に
つ
い
て
11
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
12
自

宅
療
養
者
の
支
援
に
つ
い
て
13
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
10
南
部
東
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て
10
Ｔ
Ｘ
に
つ

い
て
9
市
立
小
中
学
校
に
お
け
る
少

人
数
学
級
の
全
学
年
早
期
実
現
に
向

け
て
9
大
場
川
土
手
沿
い
の
不
法
投

棄
防
止
対
策
に
つ
い
て
19
輝
く
子
ど

も
た
ち
に
つ
い
て
8
寄
附
制
度
に
つ

い
て

（
質
問
順
に
掲
載
）

用
語

一
般
質
問
と
は

　

議
員
が
市
の
仕
事
全
般
に
つ
い

て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状
況

や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と

Ａ

（
７
面
へ　
続
く
）

　

我
が
国
は
、
日
本
国
憲
法
第
14
条

に
お
い
て
性
別
に
よ
る
差
別
を
禁
じ

て
お
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
、
女
性
活
躍
推
進
法
等
の
制
定
に

よ
り
、
男
女
共
同
参
画
実
現
に
関
す

る
取
組
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第

５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、

全
て
の
女
性
が
輝
く
令
和
の
社
会
へ

と
し
て
、
指
導
的
地
位
へ
の
女
性
の

参
画
推
進
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
共
同

参
画
を
実
現
し
、
も
っ
て
多
様
性
あ

る
社
会
を
目
指
す
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
。
　
ま
た
、
世
界
的
な
潮
流
と
し
て
は
、

２
０
１
５
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ

れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
に
お
け
る
17
の
目
標
の
１
つ

に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
全
て
の
女
性
及
び
女

児
の
能
力
強
化
を
行
う
と
し
て
い
る

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
撤
廃
し
よ

う
と
い
う
の
が
国
際
認
識
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の
臨
時
評
議

員
会
（
２
０
２
１
年
２
月
３
日
開

催
）
に
お
い
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組

織
委
員
会
の
会
長
の
発
言
の
中
で
、

女
性
の
会
議
参
加
や
会
議
で
の
発
言

に
関
し
て
萎
縮
を
与
え
る
疑
念
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
も
の
が
あ
り
、
我

が
国
が
進
め
る
性
差
別
撤
廃
の
精
神

や
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の
方
針
か

ら
も
、
ま
た
、
い
か
な
る
種
類
の
差

別
も
相
容
れ
な
い
と
し
て
い
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
憲
章
か
ら
も
逸
脱
す
る
も

の
と
の
批
判
を
受
け
る
事
件
が
起
き

た
。
　

こ
の
事
件
で
懸
念
さ
れ
る
の
は
、

日
本
社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
取
組
に
対
し
て
国
際
社
会
か
ら

疑
問
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
国
は
日
本
に
対
す
る
国
際

的
な
評
価
及
び
信
頼
を
早
急
に
回
復

さ
せ
、
向
上
へ
と
転
じ
て
い
く
こ
と

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
第
５

次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
着
実

な
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
日
本

国
憲
法
の
精
神
及
び
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
、
女
性
活
躍
推
進
法
等

に
則
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
く
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
令
和
３
年
３
月
19
日

　
　
　
　
　
　

  

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内
閣

総
理
大
臣　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
男
女
共
同
参
画
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
は
日
本
国
内
で
も
大
き

　

定
例
会
に
お
い
て
、
掲
載
の
意
見

書
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
可
決
し
た
意
見
書
は
、
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

意

見

書

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
男
女
共

同
参
画
の
推
進
を
求
め
る

意
見
書

安
心
安
全
の
医
療
介
護
の

実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
た
め
の
施
策
を

求
め
る
意
見
書



２
０
１
８
年
度
の
捕
捉
率
は
韓
国
60

パ
ー
セ
ン
ト
、
イ
ギ
リ
ス
87
パ
ー
セ

ン
ト
、
ド
イ
ツ
85
パ
ー
セ
ン
ト
、
フ

ラ
ン
ス
90
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
日

本
は
わ
ず
か
19
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
に

と
ど
ま
る
。

　

日
本
の
捕
捉
率
が
国
際
的
に
群
を

抜
い
て
低
い
背
景
に
は
、
生
活
保
護

は
恥
と
す
る
風
潮
や
、
親
族
へ
の
扶

養
照
会
な
ど
申
請
を
躊
躇
さ
せ
る
制

度
設
計
が
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
し
、
生
活
困
窮
者
が
増
加
す
る

中
、
昨
年
12
月
、
厚
生
労
働
省
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
生
活
保
護
の
申
請

は
国
民
の
権
利
で
す
。
生
活
保
護
を

必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な
た
に
も

あ
る
も
の
で
す
の
で
、
た
め
ら
わ
ず

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
掲
載
し
た
。

し
か
し
、
申
請
を
躊
躇
さ
せ
る
制
度

そ
の
も
の
を
変
え
な
け
れ
ば
、
今
後

も
「
た
め
ら
わ
ず
に
相
談
す
る
」
こ

と
は
期
待
で
き
な
い
。

　

よ
っ
て
、
八
潮
市
議
会
は
、
政
府

に
対
し
、
以
下
の
事
項
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

記

１　
名
称
を
「
生
活
保
護
」
か
ら
「
生

活
保
障
」
に
変
更
す
る
こ
と
。

　
　
本
来
生
活
保
護
は
、
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

た
め
に
認
め
ら
れ
る
権
利
（
憲
法

25
条
）
で
あ
り
、「
保
護
さ
れ
る
」

の
で
は
な
く
「
保
障
さ
れ
る
」
も

の
で
あ
る
。
諸
外
国
を
見
る
と
、

ド
イ
ツ
で
は
「
社
会
扶
助
と
失
業

手
当
Ⅱ
」、
フ
ラ
ン
ス
で
は 「
積
極

的
連
帯
所
得
手
当
」、
イ
ギ
リ
ス

で
は 「
所
得
補
助
」、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
は
「
社
会
扶
助
」、
デ
ン
マ

ー
ク
で
は
「
現
金
支
援
」、
韓
国

で
は
「
国
民
基
礎
生
活
保
障
」
と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。

２　
扶
養
照
会
を
廃
止
す
る
こ
と
。

　
　
生
活
困
窮
者
支
援
団
体
「
つ
く

ろ
い
東
京
フ
ァ
ン
ド
」
が
こ
の
年

末
年
始
に
生
活
困
窮
者
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
生
活

保
護
を
利
用
し
て
い
な
い
理
由
」

と
し
て
、「
家
族
に
知
ら
れ
る
の

が
嫌
」
が
34
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
と

最
も
多
か
っ
た
。
扶
養
照
会
が
あ

る
た
め
に
生
活
保
護
を
忌
避
す
る

実
態
が
見
て
取
れ
る
。
し
か
る
に
、

同
団
体
の
２
０
１
９
年
度
の
調
査

で
は
、
扶
養
照
会
か
ら
実
際
の
扶

養
に
結
び
つ
い
た
の
は
東
京
都
の

場
合
、
足
立
区
は
０
・
３
パ
ー
セ

ン
ト
、
台
東
区
は
０
・
４
パ
ー
セ

ン
ト
、
荒
川
区
と
あ
き
る
野
市
は

０
件
だ
っ
た
。
八
潮
市
で
は
、
２

０
２
０
年
の
４
月
か
ら
12
月
ま
で

に
１
０
８
件
の
生
活
保
護
申
請
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
、
94
件
の
扶
養

照
会
が
さ
れ
た
が
、
扶
養
に
つ
な

が
っ
た
の
は
０
件
だ
っ
た
。
ほ
と

ん
ど
扶
養
に
結
び
付
か
な
い
扶
養

照
会
を
、
３
親
等
ま
で
広
げ
て
、

膨
大
な
時
間
と
人
件
費
を
か
け
て

行
う
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

３　
生
活
保
護
を
必
要
と
す
る
全
て

の
人
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
制

度
と
し
て
強
化
す
る
こ
と
。

　
　
福
祉
事
務
所
が
、
従
来
の
水
際

作
戦
で
申
請
者
を
追
い
返
す
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
厳
正
に
指
導

し
、
住
ま
い
を
持
た
な
い
申
請
者

を
、
無
料
低
額
宿
泊
所
に
入
所
さ

せ
な
い
よ
う
、
公
営
住
宅
や
民
間

ア
パ
ー
ト
に
緊
急
入
所
で
き
る
制

度
を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
。

４　
生
活
保
護
費
や
事
務
費
の
自
治

体
負
担
を
無
く
し
、
国
が
負
担
す

る
こ
と
で
、
自
治
体
行
政
の
行
革

対
象
と
さ
せ
な
い
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
令
和
３
年
３
月
19
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大

臣　
総
務
大
臣　
厚
生
労
働
大
臣

　

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
12
歳
で

初
潮
を
迎
え
、
50
歳
で
閉
経
す
る
ま

で
に
毎
月
５
日
間
生
理
が
あ
る
と
仮

定
し
た
場
合
、
月
経
の
あ
る
人
は
一

生
涯
で
４
５
６
回
、
２
２
８
０
日
間

（
お
よ
そ
６
年
半
）
も
月
経
を
経
験

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎
月
の
生

理
で
使
う
生
理
用
品
代
を
１
０
０
０

円
と
す
る
と
、
負
担
は
一
生
涯
で

「
45
万
円
以
上
」
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
れ
は
生
理
用
シ
ョ
ー
ツ
、
痛
み
止

め
、
ピ
ル
な
ど
月
経
に
必
要
な
そ
の

他
の
も
の
を
除
い
た
額
で
す
。
生
涯

45
万
円
も
負
担
す
る
生
理
用
品
に
、

さ
ら
に
日
本
で
は
現
在
10
パ
ー
セ
ン

ト
の
消
費
税
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
理
の
あ
る
人
は
、
な
い
人
に
比
べ
、

生
涯
で
50
万
円
近
く
も
多
く
の
負
担

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
で
さ
え
大
き
な
負
担
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
特
に
シ
ン
グ
ル
ペ

ア
レ
ン
ト
で
生
活
し
て
い
く
の
が
大

変
な
人
、
お
金
の
な
い
学
生
、
ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
な
ど
に
と
っ
て
は
耐
え

難
い
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
で
は
生
理
用
品
に
か

け
ら
れ
る
税
、
通
称 tam

pon tax 

を
撤
廃
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
２
０
０
４
年
に
は
ケ
ニ
ア
が
、

そ
れ
に
続
い
て
カ
ナ
ダ
、
イ
ン
ド
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
が
続
々
と
生

理
用
品
を
課
税
対
象
外
に
し
て
い
ま

す
。
　

加
え
て
２
０
２
０
年
11
月
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
は
世
界
で
初
め
て
「
生

理
用
品
」
を
全
て
の
女
性
に
無
償
で

提
供
す
る
こ
と
を
決
定
。
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
は
、
２
０
２
１
年
６
月
か

ら
す
べ
て
の
学
校
で
生
理
用
品
を
無

料
提
供
。
フ
ラ
ン
ス
は
９
月
ま
で
に
、

す
べ
て
の
学
生
に
生
理
用
品
を
無
償

提
供
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
を
表

明
し
て
い
ま
す
。

　

生
理
用
品
は
決
し
て
贅
沢
品
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
女
性
が
社
会

で
安
心
し
て
学
び
、
働
き
、
生
活
し
、

自
己
実
現
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
す
。

　

女
性
の
生
涯
平
均
年
収
が
男
性
の

約
70
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
中
、
月
経

の
経
済
的
負
担
を
気
に
せ
ず
、
生
理

中
も
快
適
に
社
会
に
出
ら
れ
る
こ
と

は
、
よ
り
多
く
の
女
性
が
社
会
で
活

躍
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
若
者
の

貧
困
化
が
問
題
視
さ
れ
る
中
、
真
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
す
る
為
に

も
、
政
府
が
生
理
用
品
へ
の
課
税
を
、

少
な
く
と
も
軽
減
税
率
対
象
の
８
パ

ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
令
和
３
年
３
月
19
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議

長　

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣　

総
務
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣　

内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
男
女
共
同
参

画
）

な
影
響
を
広
げ
て
い
ま
す
。
経
済
活

動
や
国
民
の
生
活
に
も
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
と
と
も
に
「
医
療
崩
壊
」

な
ど
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、
国
民
の
い

の
ち
と
健
康
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
が

広
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
感
染
症
対
応
の
経
験
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
感
染
症
病

床
や
集
中
治
療
室
の
大
幅
な
不
足
や
、

そ
れ
ら
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
る
公

立
・
公
的
病
院
の
重
要
性
、
医
師
、

看
護
師
、
介
護
職
員
の
人
員
不
足
、

保
健
所
の
不
足
の
問
題
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
問
題
の
背
景
に
は
、

90
年
代
後
半
か
ら
続
い
て
き
た
医

療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
社
会
保
障
費

の
抑
制
や
、
公
衆
衛
生
施
策
の
縮
減

が
あ
り
ま
す
。

　

21
世
紀
に
入
り
、
わ
ず
か
20
年
の

間
に
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
、
そ
し
て
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
、
新
た

な
ウ
イ
ル
ス
感
染
と
の
た
た
か
い
は

短
い
間
隔
で
求
め
ら
れ
、
今
後
も
新

た
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
へ
の
対
応
が
必

要
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
教
訓
を
経
て
、
国
民
の
い
の
ち
と

健
康
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
、

そ
し
て
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
や
自

然
災
害
な
ど
の
事
態
の
際
に
経
済
活

動
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
込
む

た
め
に
も
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
、

そ
し
て
公
衆
衛
生
施
策
の
拡
充
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。

　

よ
っ
て
、
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
実
現
の
た
め
に
、
下
記
事

項
に
つ
い
て
要
望
を
し
ま
す
。

記

１　
今
後
も
発
生
が
予
想
さ
れ
る
新

た
な
感
染
症
拡
大
な
ど
の
事
態
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
に
十
分
な
財
源
確
保
を
行
う

こ
と
。

２　
公
立
・
公
的
病
院
の
統
合
再
編

や
地
域
医
療
構
想
を
見
直
し
、
地

域
の
声
を
踏
ま
え
た
医
療
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
。

３　
安
心
・
安
全
の
医
療
・
介
護
提

供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
医
師
、

看
護
師
、
医
療
技
術
職
、
介
護
職

等
を
大
幅
に
増
員
す
る
こ
と
。

４　
保
健
所
の
増
設
、
保
健
師
等
の

増
員
な
ど
公
衆
衛
生
行
政
の
拡
充

を
図
る
こ
と
。

５　
ウ
イ
ル
ス
研
究
、
検
査
・
検
疫

体
制
を
強
化
・
拡
充
す
る
こ
と
。

６　
社
会
保
障
に
関
わ
る
国
民
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
令
和
３
年
３
月
19
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議

長　

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣　

総
務
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣　

経
済

再
生
担
当
大
臣

　　

厚
生
労
働
省
は
２
０
２
１
年
１
月

６
日
、
令
和
２
年
10
月
分
の
生
活
保

護
申
請
は
１
万
８
６
２
１
件
で
、
前

年
同
月
と
比
べ
１
・
８
パ
ー
セ
ン
ト

（
３
３
５
件
）
増
加
し
た
と
発
表
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
仕
事
や
住

ま
い
を
失
い
、
生
活
保
護
申
請
は
増

え
続
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
依

然
と
し
て
、
日
本
は
先
進
国
に
比
べ

生
活
保
護
の
捕
捉
率
は
低
い
。
日
本

弁
護
士
連
合
会
の
調
査
に
よ
る
と
、

（
６
面
か
ら　
続
く
）

生
理
用
品
を
軽
減
税
率
の
対
象

に
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

生
活
保
護
を
必
要
な
人
が
必
要

な
と
き
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、制

度
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

意 見 書

7

やしお市議会だより
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
｛
令
和
２
年
度
八

潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
12
号
）｝

な
ど
の
分
割
付
託
３
議
案
、
そ
の
他

５
議
案
の
あ
わ
せ
て
８
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
八
潮
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
で
は
、
意
見
と
し
て
、「
本
議
案
に

つ
い
て
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を

し
ま
す
。
住
居
手
当
に
つ
い
て
は
、

近
隣
自
治
体
の
一
部
に
経
過
措
置
を

設
け
て
廃
止
を
し
て
い
く
、
と
い
う

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
支
給

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
半
で
あ
り

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
引
き
続
き

支
給
さ
れ
る
よ
う
、
本
議
案
に
反
対

し
ま
す
。」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

８
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、請
願
第
３
号「
国
に
対
し『
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
減
免
を

求
め
る
意
見
書
』
の
提
出
を
求
め
る

請
願
書
」
及
び
請
願
第
４
号
「
国
に

対
し
『
当
面
の
間
消
費
税
を
ゼ
ロ
に

す
る
意
見
書
』
の
提
出
を
求
め
る
請

願
書
」
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。　

　
請
願
第
３
号
で
は
、
意
見
と
し
て
、

「
請
願
第
３
号
に
対
し
、
採
択
を
求
め

る
立
場
か
ら
賛
成
の
討
論
を
し
ま
す
。

消
費
税
率
は
、
２
０
１
９
年
10
月
に

10
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
当
時
、
安
倍
首
相
は
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
級
の
こ
と
が
な
い
限
り

消
費
税
率
引
き
上
げ
は
行
う
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
裏
を
返
せ
ば
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
級
の
大
不
況
が
起

こ
れ
ば
実
施
し
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
引
き
上
げ

直
後
の
２
０
２
０
年
、
春
に
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
が
確
認
さ

れ
、
４
月
７
日
に
は
、
緊
急
事
態
宣

言
が
発
せ
ら
れ
、
ま
さ
に
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
級
の
大
不
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
消
費
税
の
減
税
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
犠
牲
を
一
番
深
刻
な
形
で
受

け
て
い
る
所
得
の
少
な
い
人
へ
の
効

果
的
な
支
援
に
な
る
と
と
も
に
、
中

小
企
業
の
事
業
継
続
へ
の
重
要
な
支

援
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
、

請
願
第
４
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
埼
玉
県
議
会
に
お
け
る
意
見
書

で
も
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
う
い
う
立
場

か
ら
、
請
願
書
の
趣
旨
は
十
分
理
解

で
き
る
こ
と
で
あ
り
、賛
成
し
ま
す
。」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
請
願
第
４
号
で
は
、
意
見
と
し
て
、

「
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
を
し
ま
す
。

請
願
第
３
号
と
同
様
の
趣
旨
に
よ
り
、

賛
成
し
ま
す
。」
と
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　
会
議
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
２
請
願

と
も
に
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
予
算
（
第
13
号
）
な
ど
の
分
割

付
託
２
議
案
、
そ
の
他
15
議
案
の
あ

わ
せ
て
17
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
　
令
和
３
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
で
は
、「
橋
り
ょ
う
の
修

繕
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
計
画
で

進
め
て
い
る
の
か
」と
の
質
疑
に
対
し
、

「
市
で
管
理
し
て
い
る
橋
り
ょ
う
は
、

そ
れ
ぞ
れ
５
年
毎
に
点
検
を
実
施
し

て
い
る
。
点
検
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
年

度
別
の
工
事
費
が
平
準
化
す
る
よ
う
、

計
画
的
に
修
繕
を
進
め
、
橋
り
ょ
う

を
長
期
間
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
。」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

17
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
｛
令
和
２
年
度
八

潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
12
号
）｝

な
ど
の
分
割
付
託
３
議
案
、
そ
の
他

11
議
案
の
あ
わ
せ
て
14
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
八
潮
市
こ
ど
も
医
療
費
支
給
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
で
は
、意
見
と
し
て
、「
八

潮
市
こ
ど
も
医
療
費
支
給
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
反
対
の
立
場
で
討
論
し
ま
す
。

本
条
例
改
正
は
、
健
康
保
険
法
等
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
医
療
機
関
等
に

お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
従
来
の
被

保
険
者
証
等
の
提
示
に
よ
る
方
法
に

加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
方

法
に
よ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め

の
改
正
で
す
。
保
険
証
機
能
を
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
付
け
、
本
年
３

月
か
ら
医
療
機
関
窓
口
で
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
が
行
え
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
各
保
険
医
協
会

か
ら
、
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
の
設
置
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

の
整
備
等
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
問

題
、
窓
口
で
の
混
乱
等
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
患
者
個
人

の
情
報
漏
洩
の
危
険
性
、
情
報
の
悪

用
さ
れ
る
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
状
況
は
、
２
０
２
０
年

７
月
現
在
、交
付
枚
数
２
２
２
５
万
枚
、

普
及
率
17
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
国
民

の
大
多
数
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
な
い
現
状
で
す
。
患
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
医
師
の
守

秘
義
務
と
の
観
点
も
あ
わ
せ
十
分
な

検
討
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
以
上
の
こ

と
か
ら
改
正
に
反
対
し
ま
す
。」
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
潮
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で

は
、
意
見
と
し
て
、「
第
８
期
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
賛
成
の
立
場
で
討
論
し
ま
す
。

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
期
間
内
令
和
３
年
か
ら
５
年
ま
で

の
３
年
間
の
１
号
保
険
者
の
介
護
保

険
料
の
改
定
で
す
が
、
被
保
険
者
の

状
況
を
考
慮
し
、
努
力
さ
れ
た
改
定

と
思
い
ま
す
。
事
業
計
画
案
で
は
、

小
規
模
多
機
能
を
２
カ
所
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
１
カ
所
予
定
、
要

介
護
認
定
者
も
増
え
る
中
、
事
業
費

の
増
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
被
保
険

者
の
み
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
な
く
、

基
金
の
取
り
崩
し
等
、
負
担
軽
減
を

図
ら
れ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
今
後

も
市
民
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る
努

力
を
期
待
し
て
賛
成
討
論
と
し
ま

す
。」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

14
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
で
今
、
痛
感
し
て
い
る
の
は
、

声
を
頂
く
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
で
す
。
外

出
自
粛
に
よ
り
人
と
の
接
触
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
こ
と
で
、
直
接
会
話
を
交
わ
す

機
会
も
以
前
に
比
べ
て
め
っ
き
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
と
会
っ
て
お
話
を
聞
く
の
は

議
員
と
し
て
の
要
で
す
。
そ
の
中
に
は
厳

し
い
お
叱
り
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
相
談

頂
い
た
り
、
ま
た
自
分
で
は
思
い
つ
か
な

い
よ
う
な
ご
提
案
・
ご
要
望
を
頂
い
た
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
時
に
は
激
励
を
頂
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
パ
ワ
ー

に
な
り
、
励
み
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
本
議
会
報
へ
も
ぜ
ひ
、
ご
感
想
や
ア
ド

バ
イ
ス
等
頂
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
（
岡
部
一
正
）

議会報編集委員会から

編 集
後 記

　
２
月
17
日
、
第
27
回
本
委
員
会
を

開
催
し
、「
新
庁
舎
建
設
工
事
の
発
注

方
法
及
び
入
札
方
式
に
つ
い
て
」
審

査
し
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
月
９
日
、
第
28
回
本
委
員
会
を

開
催
し
、「
新
庁
舎
整
備
に
係
る
概
算

事
業
費
に
つ
い
て
」
審
査
し
、
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

　
４
月
５
日
、
第
29
回
本
委
員
会
を

開
催
し
、「
新
庁
舎
整
備
に
係
る
事
業

費
に
つ
い
て
」
審
査
し
、
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

■
議
案
第
36
号
　
八
潮
市
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
教
育
委
員
会
委
員
に
、

加
藤　
正
道
氏（
か
と
う　
ま
さ
み
ち
、

大
字
八
條
）
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。

■
議
案
第
37
号
　
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委
員
に
、

会
田　
昭
氏
（
あ
い
だ　
あ
き
ら
、

大
字
八
條
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
39
号
　
八
潮
市
教
育
委
員

会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
八
潮
市
教
育
委
員
会

教
育
長
に
、
井
上　
正
人
氏
（
い
の

う
え　
ま
さ
と
、
草
加
市
新
栄
）
の

任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

議会報編集委員会　（委員長）寺原一行　　（副委員長）前田貞子　　（委員）池谷正  　岡部一正  　金子壮一

令和3年（２０21年）5月

議
案

建
設
水
道
常
任
委
員
会

福
祉
環
境
常
任
委
員
会

公
共
施
設
整
備
等
　

　
調
査
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会


